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国 内 政 治
最高人民会議第14期代議員選挙と国家機構の人事
　朝鮮においては，金正恩が朝鮮労働党では2012年 ₄ 月11日以来，中央委員会第
1 秘書（2016年 ₅ 月 ₉ 日に党委員長に改称）として，国家機関では2012年 ₄ 月13日



































































　 ₄ 月10日に開催された党中央委員会第 ₇ 期第 ₄ 次全員会議では党副委員長に朴








　さらに12月28～31日に開催された党中央委員会第 ₇ 期第 ₅ 次全員会議では党副
委員長に李日煥，金亨俊，李炳哲，金徳勲の ₄ 人が選出され，李日煥，金亨俊，
崔輝，李炳哲，金徳勲，崔富日，許哲万，李浩林，韓光相，呉日正の10人が党部











　なお，軍事部門については， ₉ 月 ₆ 日に総参謀長が李永吉から砲兵局長であっ



















₂ 機が韓国に到着した。 ₄ 月12日に，金正恩も最高人民会議第14期第 1 次会議で
の施政演説のなかで「南朝鮮軍部好戦勢力の無分別な策動」と，これを非難した。








₈ 月19日）。イスカンデル型は ₄ 月17日に国防科学院で試験発射が実施されたう
えで， ₅ 月 ₄ 日の東海側虎島半島での火力打撃訓練と，同じく ₉ 日の西部での火
力打撃訓練で発射され，さらに ₇ 月25日と ₈ 月 ₆ 日に示威射撃が実施された。エ
イタクムス型は ₈ 月10日と16日に試験発射が実施された。これらはすべて金正恩
の指導の下に実施された。
　放射砲については， ₈ 月 ₂ 日，24日， ₉ 月10日，11月28日に金正恩の指導の下
に試験発射が実施され，戦術ミサイル並みの射程を持つことが示された。潜水艦
























































　食糧生産については，2019年 ₃ 月29日～ ₄ 月12日に国連の食糧農業機関（FAO）
と世界食糧計画（WFP）が朝鮮政府の要請に基づいて実施した調査によると，
2018/19穀物年度（11月～10月）の穀物生産は485万3000トンで，ここ10年で最低の
生産量になると見込まれていた（“FAO/WFP Joint Rapid Food Security Assessment”
2019年 ₅ 月）。WFP の支援を通じて，ロシア政府からの小麦が ₄ 月 ₂ 日と ₅ 月25





り，また，2019年12月末の党中央委員会第 ₇ 期第 ₅ 次全員会議での金正恩による
報告でも「今年の農業では最高収穫年度を突破する前例のない大豊作」であった
と述べている。これまでの朝鮮政府の穀物生産に関する発表では，2016年の589












かがわれる。 ₈ 月26日に海州， ₉ 月18日に松林，10月18日に清津，12月23日に南
浦，12月24日に江界といった地方都市でキムチ工場が竣工した。ミネラルウォー




































対 外 関 係
期待外れの 2度目の朝米首脳会談
　2018年 ₆ 月12日のシンガポールでの第 1 次朝米首脳会談ではアメリカが朝鮮に
対して安全を保障し，朝鮮が非核化を進めるということが決められた。しかし，








　対立が続くまま，2019年に入って第 ₂ 次朝米首脳会談の準備が進められた。 1
月17日に金英哲党副委員長兼統一戦線部長がワシントンを訪問し，19～21日にス
トックホルムで崔善姫外務省副相とビーガン国務省対北朝鮮政策特別代表による























































　伝統的な友好関係にある中国とは， 1 月 ₇ ～10日に金正恩が訪中し，習近平国
家主席も ₆ 月20～21日に訪朝して友好関係を確認した。ロシアとも， ₄ 月24～27
日に金正恩がウラジオストクを訪問してプーチン大統領と会談し，友好関係を確










　2019年には安倍総理が ₅ 月 1 日の『産経新聞』へのインタビュー， ₆ 日の記者




































1 月 1 日 ▼金正恩，「新年辞」発表。











24日 ▼ ₇ 月 ₈ 日（金日成命日）と12月17日
（金正日命日）を国家的な追慕の日に制定。







（～ ₃ 月 ₅ 日）。27日にアメリカのトランプ大




部長と会見（～ ₃ 月 ₅ 日）。
3 月 2 日 ▼ 金英在対外経済相，ロシア訪問
（～ ₉ 日）。









25日 ▼人民軍第 ₅ 次中隊長・中隊政治指導
員大会（～26日）。26日に金正恩演説。
4 月 1 日 ▼ロシアのコロコゼフ内務相，来訪











10日 ▼党中央委員会第 ₇ 期第 ₄ 次全員会議，
自力更生を強調する金正恩報告および結論。

























25日 ▼ ロ シ ア 政 府 か ら 世 界 食 糧 計 画
（WFP）を通じた支援の小麦到着。
6 月 1 日 ▼『労働新聞』，金正恩の江界トラ
クター総合工場（26号工場），江界精密機械総
合工場（93号工場），将子江工作機械工場，






















































16日 ▼外務省代弁人， ₈ 月 ₅ ～23日に韓米
合同軍事演習「19-2同盟」が予定されている
ことを批判，朝米実務交渉に影響すると警告。
























































9 月 2 日 ▼中国の王毅国務委員兼外交部長，
















29日 ▼新溪郡汪塘 ₂ 号貯水池竣工。



















































































委員会第 ₇ 期第 ₃ 次拡大全員会議指導を報道。





















第 1 副委員長 崔龍海（ ₄ 月11日）
副委員長 朴鳳柱
委員 金在龍（ ₄ 月11日）
 李万健（ ₄ 月11日）
 李秀勇，金英哲，太鍾守
 李容浩，金秀吉（ ₄ 月11日）
 努光哲（ ₄ 月11日），鄭京澤
 崔富日，崔善姫（ ₄ 月11日）
　最高人民会議常任委員会
委員長 崔龍海（ ₄ 月11日）
　内閣
















国家資源開発相 金哲洙（ ₄ 月11日）
原油工業相 高吉先
林業相 韓龍国
機械工業相 楊承浩（ ₄ 月11日）






















教育委員会高等教育相 崔相健（ ₄ 月11日）





























人民委員長 張世哲（ ₈ 月30日判明＊）
農村経理委員長 桂明哲
　黄海南道









































人民軍総参謀長 朴正天（ ₉ 月 ₆ 日）




















2011年実績 108.7 101.1 108.7 99.8 11年計画総額の1.3％
2012年計画 108.7 - 110.1 - 0
2012年実績 110.1 101.3 109.7 99.6 12年計画総額の1.7％
2013年計画 104.1 - 105.9 - 0
2013年実績 106.0 101.8 105.6 99.7 13年計画総額の2.1％
2014年計画 104.3 - 106.5 - 0
2014年実績 106.0 101.6 106.4 99.9 14年計画総額の1.7％
2015年計画 103.7 - 105.5 - 0
2015年実績 105.0 101.3 105.3 99.9 15年計画総額の1.4％
2016年計画 104.1 - 105.6 - 0
2016年実績 106.3 102.1 105.5 99.9 16年計画総額の2.2％
2017年計画 103.1 - 105.4 - 0
2017年実績 104.9 101.7 105.2 99.8 17年計画総額の1.8％
2018年計画 103.2 - 105.1 - 0
2018年実績 104.6 101.4 105.0 99.9 18年計画総額の1.5％
























2012 2013 2014 2015 2016 2017
穀 物 生 産 量 529.8 566.0 571.3 589.0 589.1 545.4
（出所）　『朝鮮新報』日本語版2019年 ₂ 月22日，FAO 平壌代表部2015年 ₆ 月15日発表，朝鮮社会科学院
の李基成教授インタビュ （ー『週刊東洋経済』第64905号［2013年10月12日号］，同第6628号［2015年
11月14日号］，週刊東洋経済ウェブサイト2018年 ₃ 月 1 日）。
　 4　公式発表のGDP（2010～2017年）
2010 2011 2013 2014 2016 2017
Ｇ Ｄ Ｐ（100万ドル） 10,655 22,070 24,998 26,132 29,595 30,704






　 5 　人口（2004～2017年） （単位：1,000人）
総人口 男（a） 女（b） 性比（a/b）
2004 23,612 - - -
2008 24,052 11,722 12,330 0.95
2010 24,345 - - -
2013 24,759 - - -
2015 25,030 - - -
2016 25,159 - - -
2017 25,287 - - -
（出所）　『朝鮮中央年鑑』各年版。2008年はセンサス（DPRK 2008 






2014 2015 2016 2017 2018 2019
輸出 3,521,355（-3.0）
2,945,193
（-16.3）
2,833,436
（-3.7）
3,331,766
（-8.2）
2,217,650
（-31.7）
2,573,821
（16.1）
輸入 2,868,209（-2.0）
2,565,341
（-10.6）
2,539,281
（-1.1）
1,723,380
（-33.0）
213,147
（-87.8）
215,198
（1.0）
計 6,389,564（-2.6）
5,510,534
（-13.7）
5,372,717
（-2.5）
5,055,147
（-10.6）
2,430,797
（-51.2）
2,789,019
（14.8）
（注）　カッコ内は増加率％。
（出所）　中国海関統計。
